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4面
経済産業省
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星野　昌志氏
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3 面
環境省

地球温暖化対策課長
吉野　議章氏

2 面
国土交通省

参事官（建築企画担当）
前田　亮氏

日
本
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
素
形
材
産
業

日
本
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
素
形
材
産
業（
4
（
4
��
5
面
）

5
面
）

全
て
の
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
・
脱
炭
素

全
て
の
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
へ
化
へ（
2
（
2
��
3
面
）

3
面
）

GX・DXでカーボンニュートラルを目指す
エネルギーイノベーション総合展

2024年 1月 31日（水）～ 2月 2日（金）　10：00～ 17：00　東京ビッグサイト東 7・8ホール

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
2
0
5
0
年
目
標
達
成
へ

3
0
0
社
・
団
体
が
出
展
!

わ
が
国
全
体
と
し
て
2
0
5
0
年
に
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み

に
は
、
既
に
存
在
す
る
技
術
と
と
も
に
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
展
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
、水
処
理
、海
洋
資
源
の
利
活
用
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
技

術
や
製
品
が
出
展
し
、各
分
野
の
研
究
成
果
発
表
も
行
わ
れ
る
。国
内
外
か
ら
専
門
家
が
来
場
す
る「
エ
ネ

ル
ギ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
展
」と
し
て
、
持
続
可
能
な
企
業
活
動
や
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
目
標
達
成

を
目
指
す
人
々
の
課
題
解
決
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

（
写
真
は
前
回
会
場
風
景
）

◎ ENEX2024 第 48 回地球環境とエネルギーの調和展
(Energy and Environment Exhibition)

　主催：一般財団法人省エネルギーセンター

◎ DER/Microgrid Japan2024(Distributed Energy 　
　 Resources / Microgrid Japan)
　主催：株式会社 JTBコミュニケーションデザイン

◎第 18回再生可能エネルギー世界展示会&フォーラム
(RENEWABLE ENERGY 2024)

　主催：再生可能エネルギー協議会
　共催：国立研究開発法人新エネルギー ･産業技術総合開発機構 国立
　研究開発法人産業技術総合研究所、国立研究開発法人科学技術振興
　機構、 一般財団法人新エネルギー財団 (以上予定 )
　特別協力：公益財団法人高橋産業経済研究財団 /産経新聞社

新規開催 
◎Offshore Tech Japan 2024 第 5回海洋産業技術展

(旧 SUBSEA TECH JAPAN)
　主催：産経新聞社 株式会社 JTBコミュニケーションデザイン
同時開催 
◎ InterAqua 2024 第 15 回水ソリューション総合展
　主催：株式会社 JTBコミュニケーションデザイン
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6 面
日本冷凍空調工業会

会長
尋木　保行氏

H
V
A
C
&
R
に
は
未
来
の
答
え
が
あ
る

H
V
A
C
&
R
に
は
未
来
の
答
え
が
あ
る
（
6
（
6
面
）
面
）



２０２３年（令和５年）１２月２５日     　   （2）経　産　新　報［住宅・建築物の省エネ化と脱炭素化］

の省エネ・脱炭素化への省エネ・脱炭素化へ

国
民
や
事
業
者
の
意

識
変
化
や
行
動
変
容
を

促
し
、
よ
り
省
エ
ネ
性
能

が
高
い
建
築
物
が
選
ば

れ
る
市
場
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
省
エ
ネ
性
能

表
示
制
度
を
強
化
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、２
０
２

４
年
４
月
以
降
に
整
備

さ
れ
る
住
宅
・
建
築
物
を

販
売
・
賃
貸
す
る
際
に

は
、
販
売
等
の
対
象
と
な

る
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
能
を
記
載

し
た
規
定
の
ラ
ベ
ル
を

表
示
す
る
こ
と
を
求
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
４
年
４
月
施

行
予
定
）

（
３
）
大
規
模
非
住
宅
建

築
物
の
省
エ
ネ
基
準
引

き
上
げ

現
行
制
度
に
お
い
て

省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務

化
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
２
０
０
０
�
以
上
の

大
規
模
非
住
宅
建
築
物

の
省
エ
ネ
基
準
を
引
き

上
げ
ま
す
。
引
き
上
げ
後

の
省
エ
ネ
基
準
は
用
途

に
よ
っ
て
Ｂ
Ｅ
Ｉ
値
が

０
・

〜
０
・

と
な
り

７５

８５

ま
す
。（
２
０
２
４
年
４

月
施
行
予
定
）

再
エ
ネ
設
備
の

導
入
促
進

太
陽
光
発
電
設
備
な

ど
の
再
エ
ネ
利
用
設
備

の
導
入
促
進
の
た
め
、
市

町
村
が
対
象
区
域
を
促

進
区
域
と
し
て
定
め
た

場
合
に
、
当
該
区
域
内
に

お
い
て
再
エ
ネ
設
備
の

導
入
効
果
等
の
説
明
義

務
を
建
築
士
に
課
す
と

と
も
に
、
市
街
地
環
境
を

害
し
な
い
こ
と
を
前
提

に
、
容
積
率
・
建
蔽
率
及

び
高
さ
制
限
の
形
態
規

制
の
適
用
に
関
し
、
特
例

許
可
を
行
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
２
０
２
４
年
４
月
施

行
予
定
）

改
正
法
の
円
滑

施
行
に
向
け
て

今
年
度
は
、
住
宅
・
建

築
物
の
事
業
に
携
わ
る

方
々
を
対
象
と
し
て
、
改

正
法
の
概
要
を
理
解
い

た
だ
く
た
め
の
説
明
会

を

回
実
施
し
、
計
６
、

３４
５
４
６
名
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実

務
者
向
け
に
各
種
基
準

や
申
請
手
続
き
・
図
書
の

作
成
方
法
な
ど
を
理
解

い
た
だ
く
た
め
の
講
習

会
を

回
実
施
し
て
お

４８

り
ま
す
。

引
き
続
き
、
改
正
法
の

円
滑
な
施
行
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

定
）
以
降
に
新
築
・
増
改

築
さ
れ
る
原
則
全
て
の

住
宅
・
建
築
物
を
対
象

に
、
省
エ
ネ
基
準
適
合
を

義
務
化
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
基
準
適
合
義

務
制
度
は
、２
０
２
５
年

４
月
以
降
に
着
工
す
る

も
の
が
対
象
と
な
り
ま

す
、ま

た
、
増
改
築
時
の
基

準
適
合
に
係
る
対
象
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
既

存
部
分
と
増
改
築
部
分

を
合
わ
せ
た
建
築
物
全

体
で
基
準
適
合
が
必
要

と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
増

改
築
部
分
の
み
基
準
適

合
を
必
要
と
す
る
よ
う

見
直
す
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
適
合
が
必
要

な
省
エ
ネ
基
準
は
、
遅
く

と
も
２
０
３
０
年
ま
で

に
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
水
準

の
省
エ
ネ
性
能
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

よ
り
高
い
省
エ
ネ

性
能
へ
の
誘
導

よ
り
高
い
省
エ
ネ
性

能
を
有
す
る
建
築
物
へ

の
誘
導
・
形
成
を
図
る
た

め
、
住
宅
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
制
度
の
対
象
拡
充

及
び
省
エ
ネ
性
能
表
示

制
度
の
強
化
お
よ
び
大

規
模
非
住
宅
建
築
物
に

係
る
省
エ
ネ
基
準
の
引

き
上
げ
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

（
１
）
住
宅
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
制
度
の
対
象
拡
充

住
宅
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
制
度
は
、
大
規
模
住

宅
供
給
事
業
者
に
対
し

て
、
国
が
目
標
年
次
と
省

エ
ネ
基
準
を
超
え
る
水

準
の
基
準
（
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
基
準
）
を
定
め
、
こ

れ
を
満
た
す
こ
と
を
努

力
義
務
と
し
て
課
す
も

の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
建
売
戸
建

住
宅
、
注
文
戸
建
住
宅
、

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
各
区

分
の
事
業
者
を
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
法
改
正
に
よ
り
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
者
を

対
象
に
追
加
し
ま
し
た
。

（
２
０
２
３
年
４
月
施

行
済
み
）

（
２
）
省
エ
ネ
性
能
表
示

の
推
進

徹
底
を
図
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
も

と
、
第
２
０
８
回
国
会

（
通
常
国
会
）
に
お
い

て
、「
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
資
す
る
た
め
の
建

築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
成
立

し
、２
０
２
２
年
６
月
１７

日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。

省
エ
ネ
性
能
の
底
上
げ

２
０
２
５
年
４
月（
予

ま
す
。

こ
れ
ら
政
府
の
目
標

の
実
現
に
向
け
て
は
、
我

が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
の
約
３
割
を
占
め
る

住
宅
・
建
築
物
分
野
に
お

け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

我
が
国
で
は「
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
及
び
「
２
０
３

０
年
度
に
お
い
て
、
温
室

効
果
ガ
ス
を
２
０
１
３

年
度
か
ら

％
削
減
」
を

４６

目
指
す
こ
と
と
し
て
い

国
土
交
通
省

住
宅
局

参
事
官
（
建
築
企
画
担
当
）前

田

亮

改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
に
つ
い
て

全
て
の
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務
化
へ

２
０
２
５
年
度
以
降
の
新
築
・
増
改
築
が
対
象
に

販
売
・
賃
貸
時
の
省
エ
ネ
性
能
表
示
を
推
進

地
域
に
お
け
る
再
エ
ネ
利
用
を
推
進

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ホ
ー
ル
４
Ｆ

【
受
賞
内
容
の
展
示
】

省
エ
ネ
事
例
部
門
、
製

品
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
部

門
の
受
賞
内
容
展
示
を

下
記
の
と
お
り
行
う
。

日
時：

２
０
２
４
年

１
月

日
（
水
）
〜
２
月

３１

２
日
（
金
）

場
所：

「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２

０
２
４
」
会
場
内

ア

ワ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

【
事
例
発
表
会
】

省
エ
ネ
事
例
部
門
の

経
済
産
業
大
臣
賞
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞
、

中
小
企
業
庁
長
官
賞
の

受
賞
者
の
発
表
を
Ｗ
Ｅ

Ｂ
配
信
す
る
。

配
信
期
間：

２
０
２

４
年
２
月
中
旬
か
ら
３

月
末
ま
で

ま
た
、
同
展
示
会
場
内

ア
ワ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
に

て
受
賞
内
容
の
展
示
を

行
う
と
と
も
に
、
受
賞
事

例
発
表
動
画
を
２
月
中

旬
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
す
る
。

【
表
彰
式
】

日
時：

２
０
２
４
年

１
月

日
（
水
）

時
か

３１

１０

ら

時
ま
で

１２場
所：

Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明

決
定
し
た
。

受
賞
者
に
つ
い
て
は
、

当
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０
２
４

第

回
地
球
環
境
と
エ
ネ

４８ル
ギ
ー
の
調
和
展
」（
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
の
開

会
に
併
せ
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有

明
で
開
催
す
る
表
彰
式

（
２
０
２
４
年
１
月
３１

日
予
定
）

で
、
表
彰
さ
れ
る
。

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
部
門
に

産
業
分
野
が
新
設
さ
れ

た
影
響
も
あ
り
、
例
年
よ

り
多
い
約
１
２
０
件
の

応
募
と
な
っ
た
。

学
識
経
験
者
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
専
門
家
等
か

ら
な
る
審
査
委
員
会
の

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
省

エ
ネ
事
例
部
門
は

件
、

３０

製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

部
門
は

件
の
受
賞
を

３３

一
般
財
団
法
人
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
会

長：

藤
洋
作
）
で
は
、
国

内
の
企
業
・
自
治
体
・
教

育
機
関
等
に
対
し
て
優

れ
た
省
エ
ネ
推
進
の
事

例
や
、
省
エ
ネ
性
に
優
れ

た
製
品
並
び
に
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
「
省
エ
ネ
大

賞
」
と
し
て
表
彰
し
て
い

る
。本

年
度
は
、
製
品
・
ビ

三
菱
重
工
業
は
、
同
社

グ
ル
ー
プ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
脱
炭
素
化
に
関
す

る
技
術
開
発
を
推
進
す

る
中
心
拠
点
と
し
て
「
長

崎
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
」
を
長
崎
市

に
整
備
し
、
今
年
８
月
よ

り
運
用
を
開
始
し
た
。
順

次
、
関
連
設
備
を
拡
充
し

て
い
く
予
定
だ
。

具
体
的
に
は
、
総
合
研

究
所
長
崎
地
区
の
水
素

製
造
、
バ
イ
オ
マ
ス
合
成

燃
料
製
造
、
ア
ン
モ
ニ
ア

燃
焼
、
Ｃ
Ｏ
２
回
収
に
関

す
る
既
存
の
研
究
施
設

に
お
い
て
燃
料
製
造
や

燃
焼
技
術
、
Ｃ
Ｏ
２
回
収

技
術
な
ど
を
開
発
す
る

と
と
も
に
、
長
崎
造
船
所

長
崎
工
場
、
香
焼
工
場
で

培
っ
て
き
た
各
種
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設
計
・

製
造
と
い
っ
た
機
能
を

活
用
し
つ
つ
、
製
品
化
や

事
業
化
に
向
け
た
研
究

開
発
を
加
速
し
て
い
く
。

こ
の
う
ち
水
素
製
造

に
つ
い
て
は
、
固
体
酸
化

物
形
電
解
セ
ル
（
Ｓ
Ｏ
Ｅ

Ｃ:Solid
O
xide

Electro
lysis

C
ell

）
に
よ
る
高
度

な
水
電
解
装
置
の
開
発

に
加
え
、
メ
タ
ン
を
熱
分

解
す
る
こ
と
に
よ
り
水

素
と
固
体
炭
素
を
得
る

水
素
製
造
（
タ
ー
コ
イ
ズ

水
素
）
な
ど
、
次
世
代
水

素
製
造
技
術
の
研
究
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

長
崎
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で

キ
ー
技
術
を
開
発
し
た

後
、
高
砂
水
素
パ
ー
ク

（
兵
庫
県
高
砂
市
）
で
の

水
素
製
造
実
証
運
転
、
水

素
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
と
の

連
携
し
た
発
電
実
証
も

実
施
す
る
予
定
だ
。

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
合

成
燃
料
製
造
に
つ
い
て

は
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
原
料

と
し
た
ガ
ス
化
Ｆ
Ｔ
合

成
な
ど
に
よ
る
持
続
可

能
な
航
空
燃
料
（
Ｓ
Ａ

Ｆ:Sustainable
A
viati

on
F
uel

）
を
含
む
、
合

成
燃
料
製
造
設
備
の
商

用
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

一
方
、
ア
ン
モ
ニ
ア
燃

焼
に
つ
い
て
は
、
同
地
区

に
あ
る
大
型
燃
焼
試
験

炉
で
実
機
サ
イ
ズ
の

バ
ー
ナ
ー
を
用
い
た
燃

焼
試
験
を
実
施
し
た
上

で
、２
０
２
４
年
度
以
降

に
発
電
所
の
実
機
で
の

高
混
焼
実
証
試
験
を
行

う
計
画
で
あ
る
。

三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ

は
、２
０
４
０
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達

成
を
掲
げ
る
「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｚ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
」に
基
づ
き
、「
既

存
イ
ン
フ
ラ
の
脱
炭
素

化
」「
水
素
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
実
現
」「
Ｃ
Ｏ
２
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
実
現
」
の

３
つ
の
取
り
組
み
を
軸

に
、
グ
ル
ー
プ
の
成
長
エ

ン
ジ
ン
で
あ
る
エ
ナ

ジ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

を
推
進
し
て
い
る
。

今
後
も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実

現
に
向
け
、
長
崎
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
で
の
研
究
開
発
を
通

じ
て
脱
炭
素
化
関
連
技

術
の
実
用
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
し
て
い
る
。

は
川
崎
重
工
／
カ
ー
ボ

ン
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
機
構
、

Ｉ
Ｔ
Ｃ
と
の
共
催
で
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

目
指
す
研
究
者
へ
発
電

所
実
排
ガ
ス
を
提
供
し

サ
ポ
ー
ト
す
る
技
術
開

発
拠
点
。
今
回
の
竣
工
式

の
物
質
の
環
境
影
響
評

価
試
験
を
実
施
す
る
も

の
。実

証
試
験
に
採
用
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ
２
分
離
回
収

技
術
は
、
川
崎
重
工
が
独

自
に
開
発
し
た
ア
ミ
ン

固
体
吸
収
剤
を
用
い
て

Ｃ
Ｏ
２
を
分
離
回
収
す

る
も
の
で
、
従
来
の
ア
ミ

ン
吸
収
液
法
に
よ
る
技

術
と
比
較
し
て
低
温
蒸

気
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
分

離
回
収
が
可
能
な
た
め
、

よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

果
の
高
い
技
術
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
。

川
崎
重
工
と
カ
ー
ボ

ン
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
機
構

は
、
本
実
証
試
験
を
通
じ

て
Ｃ
Ｏ
２
分
離
回
収
技

術
を
よ
り
強
化
し
、
炭
素

循
環
社
会
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
で
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成

に
貢
献
し
て
い
く
と
し

て
い
る
。

＊
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
Ｃ
Ｏ
２

分
離
回
収
技
術
開
発
を

川
崎
重
工
は
一
般
財

団
法
人
カ
ー
ボ
ン
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
機
構
（
以
下
、

カ
ー
ボ
ン
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
機
構
）
と
共
同
で
、
今

年

月
９
日
に
米
国
ワ

１０
イ
オ
ミ
ン
グ
州
ジ
レ
ッ

ト
市
に
位
置
す
る

D
r

y
F
ork

石
炭
火
力
発
電

所
に
隣
接
す
る

IntegratedTestC
enter

（
以
下
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
＊
）
に

お
い
て
、
Ｃ
Ｏ
２
分
離
回

収
技
術
実
証
試
験
設
備

の
竣
工
式
を
執
り
行
っ

た
。本

実
証
試
験
は
環
境

省
委
託
事
業
「
環
境
配
慮

型
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
一
貫
実
証

拠
点
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
事
業
委
託
業
務

（
固
体
吸
収
剤
に
よ
る

分
離
回
収
技
術
実
証
）」

に
よ
り
実
施
す
る
も
の

で
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
に
Ｃ
Ｏ
２
分

離
回
収
設
備
を
設
置
し
、

D
ry
F
ork

発
電
所
か
ら

排
出
さ
れ
る
排
ガ
ス
よ

り
Ｃ
Ｏ
２
を
分
離
回
収

す
る
際
の
ア
ミ
ン
由
来

川崎重工業　カーボンフロンティア機構

米国ワイオミング州で石炭火力発電所
燃焼排ガスに対する環境影響評価試験のための
ＣＯ 2分離回収技術実証試験設備が竣工

【事業の概要】
◎事業名称：環境省事業「環境配慮型 CCUS 一貫実証拠点・サプ
　　　　　　ライチェーン構築事業
       　　　　委託業務 (固体吸収剤による分離回収技術実証 )」
◎代表事業者：一般財団法人カーボンフロンティア機構
　　　　　　（事業委託窓口、環境影響評価試験の実施）
◎共同実施者：川崎重工業株式会社
　　　　　　（固体吸収剤の開発・提供、試験設備の建設、環境影
　　　　　　響評価試験の共同実施 )
◎協力者：米国ワイオミング州政府
◎実施場所：米国ワイオミング州 Integrated Test Center
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エネルギー脱炭素化の技術開発拠点
「長崎カーボンニュートラルパーク」
の運用開始　　三菱重工業

◆水素、バイオマス、アンモニアの利用促進を
目指し、燃料製造や燃焼技術などの開発を推進
◆長崎地区にある既存の開発、設計、製造拠点
を活用し、脱炭素社会実現に寄与するソリュー
ションを提供
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「省エネ大賞」2023 年度受賞者
1. 省エネ事例部門 (30 件、60 者 )
(1) 経済産業大臣賞 (5 件、11 者 )
産業分野
　株式会社リコー 沼津事業所 リコーデジタルプロダクツBU CMC事業本部
　デジタルデータを活用したエネルギーの 3Rによる省エネ推進
業務分野
　高砂熱学工業株式会社 / 株式会社三菱地所設計 / 株式会社竹中工務店 / 株式
　会社関電工 / 株式会社ヤマト / 早稲田大学 / 東京大学
　ZEBとウエルネスを両立したサスティナブル研究施設
ZEB・ZEH分野
　パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社
　京都ビルにおける ZEB Ready 化を伴う省エネ改修
節電分野
　トヨタ車体株式会社
　自動車バンパー塗装工程の省エネ
小集団活動分野
　BASF ジャパン株式会社 
　六呂見事業所改善プロジェクト’による蒸気と電気の省エネ推進
(2) 資源エネルギー庁長官賞 (6 件、11 者 )
CGO・企業等分野
　株式会社一の坊
　経営トップと社員が一体となり取り組んだ持続可能な温泉リゾートの実現
産業分野
　レンゴー株式会社 金津工場
　板紙製造工場における 生産性改善の取り組み
業務分野
　日本ガイシ株式会社 / 株式会社日建設計 / 鹿島建設株式会社 / 株式会社トー
　エネック / パナソニック EWエンジニアリング株式会社
　工場低温排熱を使った省エネビルへの取組み
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２
０
２
３
年
度（
令
和
５
年
度
）省
エ
ネ
大
賞

受
賞
者
が
決
定

主
催：

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

後
援：

経
済
産
業
省

ZEB・ZEH分野
　株式会社竹中工務店
　寒冷地における地域脱炭素を目指した ZEBオフィスの創出
共同実施分野
　広島ガス株式会社 / 株式会社やまみ
　LNG冷熱を活用した豆腐メーカーと都市ガス工場の相互連携による省エネ
小集団活動分野
　マツダ株式会社
　鍛造コンロッド歩留まり改善による省エネ
(3) 中小企業庁長官賞 (1 件、1者 )
　青森リバーテクノ株式会社
　純水用地下水とチラー冷却水の熱交換によるエネルギーの削減
(4) 省エネルギーセンター会長賞 (16 件、34 者 )
(5) 審査委員会特別賞 (2 件、3者 )

2. 製品・ビジネスモデル部門 (33 件、50 者 )
(1) 経済産業大臣賞 (5 件、7者 )
産業分野
　株式会社キーエンス
　工場の省エネを実現「クランプオン式流量計 FD-G/E」「省エネユニットMP-F」
業務分野
　富士電機株式会社
　SDGs 対応缶・ボトル自動販売機「サステナ自販機シリーズ」
家庭分野
　シャープ株式会社
　ハイブリッド式乾燥を強化 ドラム式洗濯乾燥機 ES-X11B
ビジネスモデル分野
　東急リニューアル株式会社 / 東急建設株式会社 /AGC硝子建材株式会社
　既存ビル向け、ZEB化、省エネルギー・省CO2 化サービス『ZEBoT』
節電分野
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　パナソニック株式会社
　クラウド制御で実現 GX 対応冷蔵庫 9X シリーズ
(2) 資源エネルギー庁長官賞 (7 件、14 者 )
産業分野
　株式会社安川電機
　太陽光発電用パワーコンディショナ「Enewell-SOL P3A 25kW」
業務分野
　セイコーエプソン株式会社 / エプソン販売株式会社
　省エネ・省資源型ラインインクジェット複合機
家庭分野
　三菱電機株式会社
　住宅の環境に合わせて自動でコントロールするAI エアコン「霧ヶ峰 Zシリーズ」
輸送分野
　ブラザー工業株式会社 /トヨタ自動車株式会社/新明工業株式会社/ 株式会社
　ユーネットランス / 株式会社ブラザーエンタープライズ
　パーソナル排熱レス&フロンレススポットクーラー
建築分野
　ダイヤゼブラ電機株式会社 /東京電力ホールディングス株式会社
　ダブル蓄電ハイブリッドシステム「EIBS V」
ビジネスモデル分野
　Daigas エナジー株式会社
　工業炉向けデジタル燃焼制御システム「Dr.Flame」
節電分野
　轟産業株式会社 / MDI 株式会社
　水熱源冷暖装置「PEPO」
(3) 中小企業庁長官賞 (1 件、1者 )
　オリオン機械株式会社
　インバータオイルフリー真空ポンプ・ブロワー「KCEシリーズ」
(4) 省エネルギーセンター会長賞 (18 件、26 者 )
(5) 審査委員会特別賞 (2 件、2者 )
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（3）　　　　　２０２３年（令和５年）１２月２５日 経　産　新　報

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
て

は
、
産
業
な
ど
の
供
給
側

の
取
組
と
と
も
に
、
消
費

者
な
ど
の
需
要
側
を
含

め
、
社
会
全
体
で
取
り
組

に
参
画
い
た
だ
き
、
デ
コ

活
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
お
い
て
は
、３
５
０
件

以
上
の
脱
炭
素
に
資
す

る
取
組
や
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
等
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。年

度
内
に
は
「
く
ら
し

の

年
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

１０
を
策
定
し
、
国
民
目
線
で

課
題
を
明
ら
か
に
し
な

が
ら
取
組
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
脱

炭
素
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定

供
給
・
経
済
成
長
の
３
つ

の
同
時
実
現
を
図
る
Ｇ

Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

脱
炭
素
分
野
へ
の
大

規
模
投
資
が
Ｇ
Ｘ
の
鍵

と
な
る
こ
と
か
ら
、
５
月

に
成
立
し
た
Ｇ
Ｘ
推
進

法
に
基
づ
き
、
く
ら
し
の

分
野
を
含
め
、
今
後

年
１０

で
官
民
合
わ
せ
１
５
０

兆
円
超
の
Ｇ
Ｘ
投
資
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

月
７
日
の
第
８
回

１１
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
で
は
、
岸

田
総
理
か
ら
、
国
民
一
人

一
人
の
生
活
が
快
適
で
、

更
に
は
家
計
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
よ
う
な

投
資
を
集
中
的
に
進
め
、

く
ら
し
の
Ｇ
Ｘ
に
今
後

３
年
間
で
集
中
的
に
２

兆
円
規
模
の
支
援
策
を

講
ず
る
旨
の
発
言
も
あ

ル
変
革
を
促
す
た
め
の

新
し
い
国
民
運
動
「
デ
コ

活
」
を
昨
年
か
ら
推
進
し

て
い
ま
す
。
衣
食
住
・
職

･
移
動
・
買
い
物
な
ど
、

生
活
全
般
に
わ
た
る
脱

炭
素
と
生
活
上
の
メ
リ

ッ
ト
の
両
立
を
目
指
す

国
民
の
将
来
の
暮
ら
し

の
全
体
像
「
脱
炭
素
に
つ

な
が
る
新
し
い
豊
か
な

暮
ら
し
の

年
後
」
を
明

１０

ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
れ

に
向
け
て
、
企
業
・
自
治

体
・
団
体
等
と
連
携
し
、

脱
炭
素
型
の
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
創
出
及
び
需
要

喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
も
、
住
宅
部

門
は
特
に
重
要
で
あ
り
、

デ
コ
活
の
中
で
も
住
宅

省
エ
ネ
化
（
断
熱
等
）
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
年
１２

月
時
点
で
、
デ
コ
活
応
援

団
（
官
民
連
携
協
議
会
）

に
は
１
�０
０
０
以
上
の

自
治
体
・
企
業
・
団
体
等

修
工
事
に
対
す
る
補
助

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。本

事
業
で
は
、
経
済
産

業
省
・
国
土
交
通
省
が
そ

れ
ぞ
れ
創
設
し
た
住
宅

の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム

等
に
関
す
る
補
助
事
業

と
連
携
し
、
各
事
業
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
利
用
可

能
と
す
る
な
ど
、
政
府
と

し
て
住
宅
の
省
エ
ネ
化

に
向
け
た
支
援
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
省
で

は
、
国
民
・
消
費
者
の
行

動
変
容
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

を
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
の
基
準

に
段
階
的
に
引
き
上
げ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

環
境
省
と
し
て
は
、
関

係
省
庁
と
の
連
携
の
下
、

こ
れ
ま
で
新
築
住
宅
の

Ｚ
Ｅ
Ｈ
化
な
ど
に
対
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。一

方
、
今
あ
る
住
宅
の

約
９
割
が
省
エ
ネ
基
準

を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
膨

大
な
数
の
既
存
住
宅
の

脱
炭
素
化
も
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
で

熱
損
失
が
大
き
い
窓
の

断
熱
性
能
を
高
め
る
改

し
て
長
期
に
わ
た
り
Ｃ

Ｏ
２
排
出
に
影
響
す
る

こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け

早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

制
度
面
で
は
、
昨
年
改

正
さ
れ
た
建
築
物
省
エ

ネ
法
に
基
づ
き
、
今
後
２

０
２
５
年
度
ま
で
に
す

べ
て
の
住
宅
の
省
エ
ネ

基
準
へ
の
適
合
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
等
に
基
づ
き
、

遅
く
と
も
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
、
省
エ
ネ
基
準

地
球
温
暖
化
対
策
計

画
で
は
、
家
庭
部
門
に
つ

い
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

２
０
３
０
年
度
に

％
６６

（
２
０
１
３
年
度
比
）削

減
す
る
目
標
を
掲
げ
て

お
り
、
く
ら
し
・
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
脱
炭
素
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
住
宅
は
一
度
建

築
す
れ
ば
ス
ト
ッ
ク
と

国
が
ど
れ
だ
け
削
減
の

野
心
を
高
め
、
実
現
で
き

る
か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

我
が
国
は
、２
０
３
０

年
度

％
削
減
、２
０
５

４６

０
年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
向

け
て
、
着
実
に
削
減
を
積

み
重
ね
て
い
ま
す
が
、
脱

炭
素
社
会
へ
の
移
行
に

は
、
現
在
の
経
済
社
会
の

あ
り
方
を
根
底
か
ら
変

革
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

Ｕ
Ａ
Ｅ
の
ド
バ
イ
で

開
催
さ
れ
た
気
候
変
動

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
、
パ
リ

２８

協
定
の
１
・
５
℃
目
標
に

対
す
る
世
界
全
体
の
進

捗
評
価
が
初
め
て
ま
と

め
ら
れ
、
世
界
は
ま
だ
道

筋
に
乗
っ
て
お
ら
ず
、
よ

り
大
幅
な
排
出
削
減
が

必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
の
認
識
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
我
が

国
は
も
と
よ
り
、
世
界
各

［住宅・建築物の省エネ化と脱炭素化］

給
湯
器
を
念
頭
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
機
器
の
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
向

け
た
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
審
議
会
で
検
討
し
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
場
に
普

及
す
る
建
材
・
住
宅
設
備

の
高
性
能
化
を
図
り
、
高

い
省
エ
ネ
性
能
や
環
境
性

能
が
消
費
者
か
ら
選
好

さ
れ
る
環
境
を
作
る
た

め
、
建
材
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

規
制（
窓
・
断
熱
材
）の
対

象
拡
大
や
目
標
値
の
強

化
を
行
う
ほ
か
、
既
存
住

宅
に
お
い
て
、
省
エ
ネ
改

修
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る

工
期
短
縮
可
能
な
高
性

能
断
熱
材
や
快
適
性
向

上
に
も
資
す
る
蓄
熱
・
調

湿
建
材
等
次
世
代
省
エ
ネ

建
材
の
実
証
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

住
宅
単
体
で
の
再
エ
ネ

等
の
自
家
消
費
拡
大
に

向
け
て
は
、
既
に
取
り
組

ん
で
い
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
に
加

え
、
蓄
電
池
、
Ｖ
２
Ｈ
設

備
、
燃
料
電
池
、
太
陽
熱

を
活
用
す
る
モ
デ
ル
（
次

世
代
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
）
の
実
証

を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
で
は
、
こ

う
し
た
規
制
・
制
度
や
導

入
支
援
・
実
証
事
業
等
を

通
じ
て
、
関
係
省
庁
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
住
宅
の

省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
産
業

競
争
力
の
強
化
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
給
湯
器
の
高
効

率
化
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
０
年
７
月
に
ガ
ス
温

水
機
器
に
つ
い
て
、
２
０

２
５
年
度
を
目
標
年
度

と
す
る
基
準
値
を
設
定

し
ま
し
た
。

今
後
実
施
す
る
賃
貸

集
合
住
宅
向
け
省
エ
ネ
型

給
湯
器
の
導
入
支
援
に

よ
る
効
果
も
踏
ま
え
、
２

０
２
０
年
代
後
半
を
目

標
年
度
と
し
た
次
期
目

標
基
準
値
の
検
討
に
着

手
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
給
湯
器
の
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に

つ
い
て
、
現
在
、
ガ
ス
温
水

機
器
等
の
省
エ
ネ
目
標
基

準
は
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
に
向
け
た
目
標
基

準
は
あ
り
ま
せ
ん
。

省
エ
ネ
に
加
え
て
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
も

資
す
る
高
効
率
給
湯
器

（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯
機
等
）

の
導
入
支
援
と
併
せ
て
、

た
取
組
を
推
進
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
家
庭
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
で
大
き
な
割
合

を
占
め
る
給
湯
分
野
に
つ

い
て
、
高
効
率
給
湯
器
の

導
入
支
援
等
を
行
い
、
そ

の
普
及
拡
大
に
よ
り
２

０
３
０
年
度
に
お
け
る

給
湯
器
の
省
エ
ネ
目
標
の

達
成
を
目
指
し
ま
す
。

窓
の
断
熱
性
能
基
準

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
２

年
３
月
に
、２
０
３
０
年

度
を
目
標
年
度
と
し
て
、

Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
必
要
と
さ
れ

る
性
能
値
を
超
え
る
窓
の

目
標
基
準
値
を
設
定
し

ま
し
た
。
断
熱
窓
の
改
修

支
援
に
よ
る
効
果
も
踏

ま
え
、
２
０
３
０
年
度
の

目
標
年
度
を
待
た
ず
に
、

目
標
基
準
値
の
見
直
し
に

向
け
た
検
討
に
着
手
す

ま
す
。

熱
の
出
入
り
の
大
半
を

占
め
る
窓
等
の
開
口
部
の

断
熱
性
能
向
上
に
加
え
、

家
庭
で
最
大
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
源
で
あ
る
給

湯
器
の
高
効
率
化
等
、
省

エ
ネ
・
脱
炭
素
化
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

経
済
産
業
省
で
は
、
既

存
住
宅
に
お
け
る
熱
損

失
が
大
き
い
窓
の
断
熱
性

能
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
光
熱
費
低
減
や
快
適

性
向
上
、２
０
３
０
年
度

の
家
庭
部
門
か
ら
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
約
７
割
削
減

（
２
０
１
３
年
度
比
）へ
の

貢
献
、
２
０
５
０
年
度
ス

ト
ッ
ク
平
均
で
Ｚ
Ｅ
Ｈ
基

準
の
水
準
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
能
確
保
に
向
け

す
。省

エ
ネ
基
準
値
等
も
段

階
的
な
強
化
を
通
じ
て
、

Ｚ
Ｅ
Ｈ（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）
の
普

及
が
拡
大
し
て
い
く
見
込

み
で
す
。

加
え
て
、
新
築
の
省
エ

ネ
対
策
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、
過
去
に
建
て

ら
れ
た
性
能
の
低
い
既
築

へ
の
対
策
も
必
要
で
す
。

既
築
は
規
制
に
よ
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
し
づ
ら
い
た

め
、
支
援
や
省
エ
ネ
性
能

が
評
価
さ
れ
る
市
場
環

境
の
整
備
が
重
要
と
な
り

的
に
つ
な
が
る
よ
う
、
規

制
・
制
度
的
措
置
と
一
体

的
に
講
じ
て
い
く
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
の
く
ら
し
に
深
く

関
連
す
る
家
庭
部
門
に

お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

は
、
全
体
の
約

％
を
占

１６

め
ま
す
。

家
庭
部
門
の
脱
炭
素

化
に
向
け
て
、
住
宅
の
う

ち
新
築
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
２
年
の
建
築
物
省
エ

ネ
法
改
正
に
よ
り
、
２
０

２
５
年
度
か
ら
全
て
の
新

築
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
の

適
合
が
義
務
化
さ
れ
ま

２
０
２
３
年
２
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｘ

実
現
に
向
け
た
基
本
方

針
」
で
は
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
や

２
０
３
０
年
度
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標

の
達
成
に
向
け
た
取
組
を

経
済
成
長
の
機
会
と
捉

え
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
と
経
済
成
長
・
産

業
競
争
力
強
化
を
同
時

に
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
に
よ
る
投
資

促
進
策
は
、
新
た
な
市

場
・
需
要
の
創
出
に
効
果

全ての住宅・建築物全ての住宅・建築物
「
く
ら
し
の
G
X
」の
実
現
に
向
け
た
環
境
省
の
取
組

〜
戸
建
住
宅
・
集
合
住
宅
の

省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
を
中
心
と
し
て
〜

環
境
省

地
球
環
境
局

地
球
温
暖
化
対
策
課
長

吉
野

議
章

経
済
産
業
省

製
造
産
業
局

生
活
製
品
課

住
宅
産
業
室
長

潮
崎

雄
治

住
宅
の
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組

２
０
２
５
年
度
か
ら

全
て
の
新
築
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務
化
へ

性
能
の
低
い
既
築
へ
の
対
策
が
必
要

開
口
部
の
断
熱
性
能
向
上
に
加
え
給
湯
器
の
高
効
率
化
を

建
材
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
対
象
拡
大
や
目
標
値
を
強
化

次
世
代
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
を
実
証
、再
エ
ネ
等
の
自
家
消
費
拡
大
へ

家
庭
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
２
０
３
０
年
度
に

％
削
減
へ

６６

く
ら
し
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
脱
炭
素
化
が
求
め
ら
れ
る

膨
大
な
数
の
既
存
住
宅
の
脱
炭
素
化
が
不
可
欠

熱
損
失
が
大
き
い
窓
の
断
熱
性
能
向
上
改
修
工
事
補
助
に
も
注
力

国
民
・
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
革
を
促
す

新
し
い
国
民
運
動
「
デ
コ
活
」
を
昨
年
か
ら
推
進

む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

分
野
別
投
資
戦
略
に
お

い
て
も
、
く
ら
し
関
連
部

門
の
取
組
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

環
境
省
は
、
こ
の
分
野

に
お
い
て
、
住
宅
・
建
築

物
の
脱
炭
素
化
に
向
け

て
、
住
宅
に
お
け
る
断
熱

窓
へ
の
改
修
（
前
述
）
や

業
務
用
施
設
に
お
け
る

高
効
率
空
調
機
器
等
の

導
入
を
支
援
し
ま
す
。
加

え
て
、
地
域
の
脱
炭
素
の

取
組
を
後
押
し
し
、
脱
炭

素
需
要
の
面
的
創
出
に

取
り
組
み
ま
す
。

今
や
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
へ

の
挑
戦
の
成
否
が
企
業
・

国
家
の
競
争
力
を
左
右

す
る
時
代
に
突
入
し
て

い
ま
す
。

環
境
省
と
し
て
は
、
関

係
省
庁
と
も
連
携
し
つ

つ
、
こ
こ
で
御
紹
介
し
た

取
組
等
を
通
じ
て
、
く
ら

し
Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

令和 5年度補正予算が成立
経産省、国交省、環境省 3省が住宅の省エネリフォーム等を支援

「住宅省エネ 2024 キャンペーン」を一体的に実施
　11月 29 日、令和 5年度補正予算が成立し、「住宅省エネ2023キャンペーン」に引き続き、「住宅省エネ2024キャンペーン」の各事
業が盛り込まれた。三省がそれぞれ取り組む住宅の省エネリフォーム等を支援する補助制度がワンストップで実施される。
◇省エネ改修
 1-1) 高効率給湯器の設置 (経済産業省 )
    [ 補助対象 ]家庭用燃料電池 (エネファーム)、ヒートポンプ給湯機 (エコキュート)、ハイブリッド給湯機
 1-2) 既存賃貸集合住宅向けエコジョーズ等取替 (経済産業省 )
   [ 補助対象 ]エコジョーズ /エコフィール
 2) 高断熱窓の設置 (環境省 )
 3) 開口部・壁等の省エネ改修工事 (国土交通省 )
◇その他のリフォーム工事 (国土交通省 )
◇高い省エネ性能を有する住宅の新築 (国土交通省 )
  [ 対象住宅 ]長期優良住宅、ZEH住宅
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２０２３年（令和５年）１２月２５日　　　　　   （4）

化
は
、
変
化
に
速
や
か
に

対
応
し
新
た
な
価
値
を
生

み
出
し
た
者
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
市
場
を
獲
得
し
て
い

く
チ
ャ
ン
ス
と
見
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
業
界
の
皆
様

と
共
に
我
々
も
知
恵
を
絞

り
、
素
形
材
産
業
の
振
興

を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

本
式
典
は
、
来
年
に
第

回
と
い
う
節
目
を
迎
え

３０ま
す
。

大
き
な
変
革
期
を
更

な
る
発
展
の
機
会
と
す
る

べ
く
、
素
形
材
月
間
に
つ
い

て
も
そ
れ
に
相
応
し
い
も

の
に
発
展
い
た
だ
く
ス
タ
ー

ト
と
し
て
、様
々
な
取
組
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

素
形
材
産
業
・
関
連
業

界
の
益
々
の
ご
発
展
、
本

日
御
出
席
の
皆
様
方
の
一

層
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、

お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

め
の
更
な
る
取
組
に
繋
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。経

済
産
業
省
と
し
て

も
、
素
形
材
産
業
の
皆
様

の
事
業
活
動
や
取
組
を
し

っ
か
り
応
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。足

下
の
厳
し
い
事
業
環

境
に
対
応
す
る
べ
く
、

様
々
な
支
援
策
を
速
や
か

に
講
じ
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、技
術
開
発
に
つ
い

て
は
、
素
形
材
企
業
の
多

く
が
活
用
し
て
い
る「
Ｇ
ｏ

－Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
事
業
」
を
引
き

続
き
支
援
し
、
素
形
材
産

業
に
不
可
欠
な
工
業
炉
の

脱
炭
素
化
に
向
け
た
技
術

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
新

た
な
基
盤
技
術
に
な
り
得

る
、金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の

技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

今
年
度
か
ら
開
始
し
て
お

り
ま
す
。

事
業
環
境
の
大
き
な
変

キ
ャ
ス
ト
と
い
っ
た
新
た
な

製
造
技
術
も
注
目
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
素
形
材

産
業
の
事
業
環
境
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
中
、
今

回
、受
賞
さ
れ
た
技
術
は
、

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
環
境

変
化
へ
の
対
応
に
向
け
た
、

新
た
な
価
値
創
造
の
可
能

性
を
現
実
化
す
る
も
の
と

言
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史

の
中
で
、
素
形
材
産
業
が

様
々
な
困
難
を
克
服
し
て

き
た
知
恵
と
経
験
を
生
か

し
て
、こ
う
し
た
技
術
の
社

会
実
装
を
通
じ
て
次
の
時

代
を
勝
ち
残
っ
て
い
く
た

変
革
の
時
を
迎
え
て
い
ま

す
。サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

の
取
組
が
求
め
ら
れ
る
中

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
産

業
で
あ
る
素
形
材
産
業
の

対
応
も
非
常
に
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
素
形
材
産
業
の

約
７
割
が
関
係
し
て
い
る

自
動
車
産
業
で
は
、
世
界

的
に
Ｅ
Ｖ
化
の
動
き
が
加

速
し
て
お
り
、先
行
す
る
Ｅ

Ｕ
、
中
国
市
場
だ
け
で
な

く
、日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー

が
強
い
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市

場
で
も
急
速
に
普
及
し
つつ

あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、
ギ
ガ

は
世
界
最
高
峰
の
地
位
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
技
術
革
新
に

挑
戦
し
続
け
、
業
界
の
発

展
を
リ
ー
ド
い
た
だ
く
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

素
形
材
産
業
は
、エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど
、

足
下
の
厳
し
い
事
業
環
境

下
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
中

長
期
的
な
視
点
で
見
て
も

脱
炭
素
化
な
ど
、
大
き
な

様
を
日
頃
か
ら
支
え
て
こ

ら
れ
た
ご
家
族
の
皆
様
、

同
僚
・
上
司
の
皆
様
、ご
列

席
の
関
係
の
方
々
に
、
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

素
形
材
産
業
の
競
争
力

の
源
泉
は
い
う
ま
で
も
な
く

「
技
術
力
」で
あ
り
、今
回
、

受
賞
さ
れ
た
皆
様
を
は
じ

め
、多
く
の
関
係
の
皆
様
が

絶
え
ず
磨
き
続
け
て
き
た

結
果
、日
本
の
も
の
づ
く
り

第

回
素
形
材
月
間

２９

記
念
式
典
の
開
催
に
あ
た

り
、
関
係
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、一
言
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

本
日
、「
素
形
材
産
業

技
術
賞
」、「
素
形
材
産
業

優
良
従
業
員
表
彰
」
を
受

賞
さ
れ
ま
す
皆
様
の
輝
か

し
い
ご
功
績
に
対
し
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
受
賞
さ
れ
た
皆

経　産　新　報［素形材産業］ 経　産　新　報

経
済
産
業
省

大
臣
官
房
審
議
官

（
製
造
産
業
局
担
当
）
橋
本

真
吾

日本のものづくりを支える素形材産業日本のものづくりを支える素形材産業
経
済
産
業
省
で
は
、素
形
材
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
、素
形
材
及
び「
も
の
づ
く
り
」の
重
要

性
を
一
般
に
普
及
・
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、毎
年
十
一
月
を「
素
形
材
月
間
」と
し
て
お
り
、今
年

二
十
九
年
目
を
迎
え
た
。一
般
財
団
法
人
素
形
材
セ
ン
タ
ー
で
は
十
一
月
二
日
（
木
）、
令
和
五
年
度

「
第
二
十
九
回
素
形
材
月
間
記
念
式
典
」を
機
械
振
興
会
館（
東
京
・
港
区
）に
て
開
催
し
た
。式
典
は

ま
ず
小
脇
一
朗
素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
が
挨
拶
。
経
済
産
業
省
の
橋
本
真
吾
大
臣
官
房
審
議
官
（
製

造
産
業
局
担
当
）及
び
関
連
団
体
を
代
表
し
て（
一
社
）日
本
鋳
造
協
会
の
藤
原
愼
二
会
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
後
、素
形
材
産
業
技
術
賞
表
彰
、素
形
材
産
業
優
良
従
業
員
表
彰
が
行
わ
れ
た
。記
念
講
演
で

は
、浅
川
基
男
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
が「
日
本
の
も
の
づ
く
り
は
も
う
勝
て
な
い
の
か
�
」と
題
し
た

講
演
を
行
っ
た
。特
集
に
当
り
、経
済
産
業
省
の
星
野
昌
志
素
形
材
産
業
室
長
に
同
産
業
の
現
状
と
展

望
を
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
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特  集

素
形
材
産
業
の
現
状
と
展
望

経済産業省
製造産業局

素形材産業室長

星野　昌志

一
般
社
団
法
人

日
本
鋳
造
協
会

会
長

藤
原

愼
二
氏

が
る
と
と
も
に
、
追
い
上
げ

著
し
い
諸
外
国
と
の
間
で

競
争
力
強
化
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

令
和
５
年

月
の
素

１１

形
材
月
間
記
念
式
典
で
、

経
済
産
業
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
「
高
強
度
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
熱
間
鍛
造
の
新
プ
ロ
セ

ス
の
開
発
」は
、
自
動
車
部

品
を
鋳
鉄
製
か
ら
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
鍛
造
製
に
す
る
こ
と

で
、
部
品
の
軽
量
化
や
新

た
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鍛
造
プ
ロ

セ
ス
に
取
り
組
み
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
大
幅
に
削
減

す
る
技
術
で
す
。

世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
問
題
、と
り
わ
け
、G

X
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
が
加
速
す
る
中
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
多
消
費
産
業
で
あ

る
素
形
材
産
業
に
お
い
て

も
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
対
応
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

画
期
的
な
技
術
開
発
が
今

後
も
行
わ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

政
府
と
し
て
も
、金
属
の

溶
融
・
加
工
な
ど
に
使
用

さ
れ
る
工
業
炉
の
脱
炭
素

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
を
活
用

し
、
燃
焼
炉
に
お
い
て
水
素

や
ア
ン
モ
ニ
ア
等
と
い
っ
た
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
燃
料
を
混

焼
・
専
焼
さ
せ
る
技
術
開

発
や
、
電
気
炉
の
受
電
設

備
容
量
の
低
減
や
高
効
率

化
に
関
す
る
技
術
開
発
を

行
い
、そ
れ
ら
の
社
会
実
装

を
目
指
し
ま
す
。

近
年
、
地
政
学
的
リ
ス

ク
を
踏
ま
え
た
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
強
靱
化
も
重
要
に

鋳
造
、
鍛
造
を
は
じ
め

と
す
る
素
形
材
技
術
は
、

長
い
歴
史
を
持
ち
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
技
術

を
進
化
さ
せ
な
が
ら
、自
動

車
や
産
業
機
械
な
ど
我
が

国
も
の
づ
く
り
産
業
の
重

要
な
基
盤
と
な
り
続
け
て

い
ま
す
。

現
在
、
日
本
を
取
り
巻

く
経
済
情
勢
を
見
渡
す

と
、
総
じ
て
堅
調
な
自
動

車
等
の
世
界
販
売
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
に
よ

り
回
復
傾
向
に
あ
り
、
素

形
材
産
業
も
全
体
と
し

て
、
国
内
生
産
額
で
は
コロ

ナ
禍
前
を
上
回
る
水
準
に

な
っ
て
い
ま
す
。

他
方
で
、原
材
料
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
、

人
手
不
足
と
い
っ
た
課
題

に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
の

活
用
、エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問

題
へ
の
対
応
を
は
じ
め
と
す

る
構
造
改
革
の
波
も
押
し

寄
せ
、素
形
材
産
業
に
お
い

て
も
、
従
来
の
技
術
や
事

業
領
域
に
閉
じ
な
い
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広

G
X
を
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
推
進

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
新
技
術
と
の
融
合

大
学
や
企
業
な
ど
と
連
携
し
た
人
材
育
成
強
化

　経済産業省は、素形材産業の活性化・広報を行う「素形材月間」の一環として、11月8日（水曜日）から11月27日（月曜日）の間、同省本館ロビーにお
いて、今年度の「素形材産業技術賞」の受賞技術を活用した製品や受賞技術の紹介パネル等を展示し、日本の優れた素形材技術をＰＲした。
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第
二
十
九
回
素
形
材
月
間
記
念
式
典
祝
辞

日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業
を
支
え
る
重
要
な
役
割

多
く
の
課
題
に
直
面
す
る
素
形
材
産
業

大
き
な
変
革
期
を
更
な
る
発
展
の
機
会
に

http://sokeizai.or.jp

TEL.03-3434-3907 FAX.03-3434-3698 E メール : mail@sokeizai.or.jp

 人材育成事業

セミナー

 普及啓発事業

素形材月間記念式典

各種セミナー（技術セミナー）

予告　第 40回素形材産業技術賞
　　　令和 6年 3月から募集開始

賛助会員を募集しています。セミナー参加費などの特典があります。加入申し込みは、ホームページからもできます。賛助会員募集中

素形材産業の振興に関する次の事業に取り組んでいます。

月刊誌及び出版物

〒 105-0011　東京都港区芝公園 3-5-8　機械振興会館 301号室

一般財団法人 素形材センター

　優秀な素形材産業技術の開発により、わが国素
形材産業の技術水準の進歩向上に著しく貢献した
技術の開発者を表彰。特に優れた開発技術には、
これまで素形材関連の学・業界として唯一、経済
産業大臣賞を授与。

 経済産業大臣賞　表彰状（左）       同賞　副賞盾（右）
一般財団法人素形材センター　小脇会長　挨拶

月刊誌「素形材」 素形材年鑑

工場見学（技術研修）

素形材技術研修講座・セミナーを実施中

ま
た
、
も
の
づ
く
り
は
ひ

と
づ
く
り
、人
材
育
成
・
確

保
の
た
め
の
取
り
組
み
も

重
要
で
す
。
外
国
人
材
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
６
月
に
素
形
材

を
含
む
製
造
業
が
特
定
技

能
２
号
の
対
象
と
し
て
追

加
さ
れ
た
こ
と
で
、
複
数
の

熟
練
し
た
技
能
を
身
に
つ

け
た
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、い
ず

れ
は
製
造
現
場
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
な

中
長
期
的
な
外
国
人
材
の

活
躍
の
幅
が
広
が
り
ま
し

た
。ま

た
、
国
内
の
若
手
人

材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
業
界
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
企
業
が
立
地
す

る
地
域
の
地
元
の
工
業
高

校
の
学
生
に
対
し
て
、素
形

材
産
業
の
魅
力
を
伝
え
る

出
前
授
業
や
工
場
見
学
な

ど
の
マッ
チ
ン
グ
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

令
和
５
年

月
、
新
た

１０

に
大
学
と
地
元
企
業
、
自

治
体
等
と
の
間
で
、
も
の
づ

く
り
の
重
要
性
を
議
論

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
起
こ

し
て
い
け
る
将
来
を
担
う

人
材
育
成
の
強
化
に
つ
な

が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

経
済
社
会
構
造
の
変

革
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
し
て

い
る
中
で
、
既
存
の
技
術
に

磨
き
を
か
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
忘
れ
ず
に
変
革
に

対
応
し
て
い
け
る
よ
う
、
政

府
と
し
て
事
業
環
境
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
、
素
形

材
産
業
の
持
続
的
な
発
展

に
向
け
て
、
業
界
を
は
じ
め

様
々
な
関
係
者
と
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
製

造
業
の
競
争
力
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
更
な
る

生
産
性
向
上
や
、市
場
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
柔
軟
な
生
産

シ
ス
テ
ム
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
日
本
企
業
が
培

っ
て
き
た
従
来
工
法
の
技

術
を
強
化
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ

ル
化
を
含
む
新
技
術
を
導

入
し
、そ
れ
ら
を
融
合
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
で
、
例
え

ば
、
金
属
積
層
造
形
技

術
、
い
わ
ゆ
る
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
も
、
も
の
づ
く
り
に
変

革
を
起
こ
す
可
能
性
の
あ

る
技
術
で
す
。

令
和
５
年
８
月
、日
本

に
と
っ
て
不
可
欠
な
先
端

的
重
要
技
術
の
研
究
開

発
を
支
援
す
る
経
済
安

全
保
障
重
要
技
術
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム（K

Program

）

に
お
い
て
、
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
が
支
援
対
象
技
術
と

な
り
ま
し
た
。

欧
米
な
ど
各
国
に
お
い

て
も
、す
で
に
航
空
宇
宙
や

医
療
分
野
を
中
心
に
部

品
製
造
に
活
用
さ
れ
、
そ

れ
以
外
の
分
野
で
も
金
型

や
部
品
の
試
作
、
補
修
品

の
製
造
で
の
活
用
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
速
度
や
精

度
、
コス
ト
の
面
で
大
量
生

産
に
は
向
か
な
い
も
の
の
、

今
後
、
性
能
が
向
上
す
れ

ば
、さ
ら
に
活
用
の
場
が
広

が
り
ま
す
。

日
本
が
こ
の
技
術
で
も

い
ち
早
く
生
産
性
向
上
等

の
実
用
面
で
の
開
発
を
進

め
る
こ
と
で
、
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。



（5）　　　　　２０２３年（令和５年）１２月２５日

大
同
特
殊
鋼
株
式
会

社
安
田

泰
士

株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン

シ
ン
タ
ー

大
平

翔
太

◎
開
発
技
術
の
概
要

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
に
向
け
た
電

動
車
の
一
つ
あ
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｈ
Ｅ

Ｖ
）
は
、Pow

er
C
ontr

olU
nit

（
Ｐ
Ｃ
Ｕ
）
の
小

型
化
に
よ
り
、
車
種
展
開

や
デ
ザ
イ
ン
性
、
走
行
性

能
の
向
上
が
可
能
と
な

る
。Ｐ

Ｃ
Ｕ
で
昇
圧
を
担

う
リ
ア
ク
ト
ル
の
小
型

化
は
課
題
で
あ
っ
た
が
、

今
回
、
新
た
な
リ
ア
ク
ト

ル
圧
粉
磁
心
（
コ
ア
）
を

開
発
し
、
従
来
比

％
の

３０

小
型
化
と
約
９
％
の
電

力
損
失
低
減
、
コ
ス
ト
低

減
を
同
時
に
実
現
し
た
。

開
発
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

ス
ペ
ー
ス
効
率
高
い
Ｅ

型
コ
ア
構
造
と
、
②
粉
末

材
料
の
Ｆ
ｅ
�
Ｓ
ｉ
�

Ａ
ｌ
粒
子
表
面
に
硬
質

で
厚
く
均
一
な
Ａ
ｌ
２

Ｏ
３
絶
縁
膜
を
金
属
気

相
反
応
に
よ
り
形
成
さ

せ
る
技
術
で
あ
る
。
絶
縁

機
能
に
加
え
、
ミ
ク
ロ
な

磁
気
抵
抗
（
ギ
ャ
ッ
プ
）

機
能
を
新
た
に
付
与
し

た
コ
ア
は
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
磁
気
飽
和
し
に
く

い
直
線
的
な
磁
化
曲
線

を
有
す
る
。

現
在
、
搭
載
車
を

万
８０

台
以
上
生
産
し
、
世
界
展

開
し
て
い
る
。
本
開
発
技

術
は
、
Ｅ
Ｖ
用
の
充
電
機

器
、
太
陽
光
や
風
力
発
電

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
様
々
な

電
圧
変
換
用
途
の
製
品

群
に
利
用
可
能
で
あ
る
。

板
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
中
か

ら
マ
ン
ガ
ン
成
分
の
少

な
い
普
通
鋼
板
の
み
を
、

高
速
か
つ
安
価
な
技
術

で
選
別
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
お
り
、
当
社

は
２
０
１
６
年
９
月
よ

り
本
開
発
に
着
手
し
た
。

鋼
板
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
シ

ュ
レ
ッ
ダ
破
砕
す
る
こ

と
で
輸
送
・
溶
解
効
率
を

向
上
さ
せ
て
い
る
。

破
砕
時
に
普
通
鋼
板

は
折
れ
曲
が
り
�
し
わ
�

の
多
い
丸
ま
っ
た
形
状

と
な
る
が
、
高
張
力
鋼
板

は
硬
度
が
高
い
た
め
、
折

れ
て
�
し
わ
�
の
少
な
い

平
ら
な
形
状
と
な
る
。
本

技
術
は
こ
の
特
性
に
着

目
し
た
も
の
で
、
コ
ン
ベ

ヤ
上
を
流
れ
る
ワ
ー
ク

を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
形

状
特
徴
を
Ａ
Ｉ
が
分
析
、

そ
の
結
果
を
基
に
分
離
、

化
を
目
的
に
、
強
度
の
高

い
高
張
力
鋼
板
の
採
用

比
率
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
鋼
板
ス
ク
ラ

ッ
プ
に
は
高
張
力
鋼
板

に
多
く
含
ま
れ
る
マ
ン

ガ
ン
・
り
ん
等
の
割
合
が

増
加
す
る
た
め
、
鋳
造

メ
ー
カ
で
は
高
炉
銑
鉄

な
ど
を
使
用
し
て
マ
ン

ガ
ン
成
分
な
ど
を
希
釈

す
る
か
、
熱
処
理
で
軟
化

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
手

法
も
大
量
の
Ｃ
Ｏ
２
発

生
と
コ
ス
ト
増
加
に
つ

な
が
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
鋼

株
式
会
社
ア
ー
ス
テ

ク
ニ
カ

高
浪

裕
智

神
ノ
田

茂
紀

本
郷

明
裕

◎
開
発
技
術
の
概
要

自
動
車
産
業
は
軽
量

◎
開
発
代
表
者

ト
ヨ
キ
ン
株
式
会
社

藤
原

直
人

◎
共
同
開
発
者

ト
ヨ
キ
ン
株
式
会
社

岡
野

勇
人

市
川

雄
示

を
高
め
、
自
動
車
の
操
舵

性
向
上
に
寄
与
で
き
る
。

こ
こ
に
、
従
来
で
は
困
難

と
さ
れ
て
い
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
吸
収
機
能
も
取
り

込
ん
だ
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

ス
テ
ア
リ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
の
ダ
イ
カ
ス
ト
技
術

を
開
発
し
た
。

従
来
の
ダ
イ
カ
ス
ト

品
で
は
得
ら
れ
な
い
高

い
延
性
を
実
現
し
量
産

保
証
す
る
た
め
に
、
①
ダ

イ
カ
ス
ト
材
料
開
発
に

よ
る
高
延
性
化
、
②
試
験

評
価
と
大
変
形
解
析
技

術
に
よ
る
要
求
特
性
の

見
極
め
、
③
内
部
欠
陥
の

発
生
リ
ス
ク
予
測
と
高

品
質
化
、
④
ダ
イ
カ
ス
ト

RYO
B
ID
IE
C
ASTIN

G
(U
SA),IN

C

津
和
野

太
史

◎
開
発
技
術
の
概
要

通
常
、
複
数
の
鉄
プ
レ

ス
部
品
に
よ
っ
て
製
造

さ
れ
る
ス
テ
ア
リ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
は
、
ダ
イ
カ
ス

ト
化
す
る
こ
と
で
剛
性

◎
開
発
代
表
者

リ
ョ
ー
ビ
株
式
会
社

神

重
傑

◎
共
同
開
発
者

リ
ョ
ー
ビ
株
式
会
社

村
上

衛

蓮
野

昭
人

吉
田

祐
亮

井
上

慶
星

の
品
質
、
性
能
の
向
上
に

成
功
し
た
。

二
種
類
の
リ
ー
ド
ね
じ

山
を
持
つ
特
殊
ね
じ
形
状

を
反
映
し
た
金
型
は
、
製

造
難
易
度
が
非
常
に
高
い

と
い
う
課
題
に
対
し
、
金

型
、
転
造
全
て
の
知
見
を

有
す
る
当
社
が
開
発
し
た

高
品
質
の
転
造
金
型
で
あ

る
。世

界
一
の
緩
み
止
め
性

と
優
れ
た
使
用
性
を
兼

ね
備
え
る
緩
ま
な
い
ね
じ

構
成
体
は
、
激
し
い
振
動

を
生
ず
る
広
範
囲
な
使

用
先
に
お
い
て
、
納
入
実

績
が
あ
り
、「
転
造
製
緩

ま
な
い
ね
じ
」
の
普
及
可

能
性
が
高
く
評
価
さ
れ
、

将
来
の
ラ
イ
セ
ン
ス
事
業

へ
の
発
展
性
・
産
業
へ
の
寄

与
並
び
に
、
実
用
化
の
見

通
し
を
確
認
で
き
た
。

場
の
要
求
を
満
足
す
る
も

の
は
な
かっ
た
。

当
社
の
本
開
発
グ
ル
ー

プ
は
、
世
界
最
高
性
能
を

有
す
る
「
世
界
一
緩
ま
な

い
ね
じ
」量
産
用
の
転
造
金

型
製
造
実
現
を
目
的
に
、

優
れ
た
使
用
性
と
安
価
を

実
現
す
る
転
造
工
法
を

確
立
し
、
ね
じ
の
緩
み
で
困

っ
て
い
る
顧
客
（
重
機
、
農

機
、建
機
や
、採
掘
場
、鉱

山
）に
納
入
し
、使
用
実
績

を
重
ね
る
こ
と
で
素
形
材

◎
開
発
代
表
者

株
式
会
社
ニッ
セ
ー

新
仏

利
仲

◎
共
同
開
発
者

株
式
会
社
ニッ
セ
ー

天
野

秀
一

Ｐ
Ｆ
Ｒ
研
究
所

竹
増

光
家

株
式
会
社
ニッ
セ
ー

沖
本

悠
暉

◎
開
発
技
術
の
概
要

こ
れ
ま
で
、「
緩
ま
な
い
ね

じ
」の
構
造
は
、
種
々
考
案

さ
れ
た
が
、「
緩
み
止
め
性
」

「
作
業
性
」「
価
格
」
で
現

が
進
み
、強
度
低
下
、腐
食

性
悪
化
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。そ

こ
で
今
回
の
新
プ
ロ
セ

ス
で
は
、材
料
加
熱
と
溶
体

化
処
理
の「
工
程
集
約
」に

着
手
し
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
以
下
の
３
つ
の
技

術
を
開
発
し
た
。

①
バ
ー
ニ
ン
グ
、
及
び
強
度

不
足
を
解
決
す
る
、
鍛
造

ビ
レッ
ト
の
「
制
御
冷
却
技

術
」。

②
高
速
型
打
や
冷
間
コ
イ

ニン
グ
採
用
に
よ
る「
ワ
ー
ク

温
度
低
下
抑
制
技
術
」。

③
ま
た
本
工
程
の
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
微
細
組
織
の
維
持

を
生
か
し
た
「
時
効
時
間

短
縮
技
術
」。

上
記
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
６７

％
低
減
す
る
新
プ
ロ
セ
ス
の

実
用
化
を
達
成
し
た
。

今
後
は
更
な
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
へ
向
け
、
材

料
の
リ
サ
イ
ク
ル
性
向
上

を
進
め
て
い
く
。

化
普
及
に
対
し
て
航
続
距

離
延
長
へ
の
燃
費
・
電
費

向
上
に
向
け
軽
量
化
開
発

を
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
足

回
り
基
幹
部
品
ス
テ
ア
リ

ン
グ
ナ
ッ
ク
ル
を
鋳
鉄
製
か

ら
高
強
度
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鍛

造
製
へ
置
き
換
え
、
約
１

／
２
の
軽
量
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
大

幅
な
燃
費
向
上
、
さ
ら
に

は
乗
り
心
地
向
上
や
操
縦

安
定
性
の
向
上
が
期
待
で

き
る
。し
か
し
一
般
的
な
高

強
度
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鍛
造
プ

ロ
セ
ス
（
以
下
Ｔ
６
プ
ロ
セ

ス
）
で
は
、
材
料
加
熱
、
溶

体
化
処
理
、
時
効
処
理
の

計
３
回
の
加
熱
が
必
要
な

た
め
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
多

く
、さ
ら
に
は
鍛
造
後
の
高

温
処
理
に
よ
り
鍛
造
転
位

起
点
の
再
結
晶
や
粒
成
長

株
式
会
社
神
戸
製
鋼

所
阪
本

正
悟

◎
開
発
技
術
の
概
要

近
年
、
カ
ー
ボ
ンニュ
ー
ト

ラ
ル
達
成
へ
の
取
り
組
み
が

本
格
化
し
、
自
動
車
産
業

で
も
２
０
３
５
年
ま
で
に

全
世
界
の
自
社
工
場
Ｃ

Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
を
目
標
に
、

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
工

程
の
省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
化
、電
動

◎
開
発
代
表
者

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会

社
鈴
木

一
広

◎
共
同
開
発
者

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会

社
殿
園

広

小
林

岳
人

浅
井

千
尋

堀
井

元
気

山
田

正
洋

五
十
川

雅
之

［素形材産業］経　産　新　報

第 39回素形材産業技術賞～受賞企業と技術概要～
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ナ
ッ
ク
ル
を
鋳
鉄
製
か
ら
高

強
度
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鍛
造
製
へ
置
き
換
え
、

大
幅
な
燃
費
向
上
や
操
縦
安
定
性
向
上

経
済
産
業
大
臣
賞

高
強
度
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
熱
間

鍛
造
の
新
プ
ロ
セ
ス
の
開
発

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

他

緩
ま
な
い
二
種
類
の
リ
ー
ド
ね
じ
山

ボ
ル
ト
の
量
産
用
転
造
金
型
の
開
発

株
式
会
社
ニ
ッ
セ
ー

他

従
来
の
ダ
イ
カ
ス
ト
品
で
は
得
ら
れ
な
い

高
い
延
性
を
実
現
、ダ
イ
カ
ス
ト
の
適
用

領
域
は
益
々
拡
大
、日
米
同
時
立
ち
上
げ

衝
撃
吸
収
部
を
有
す
る
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
ス
テ
ア
リ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
の
ダ
イ
カ
ス
ト
技
術
の
開
発

リ
ョ
ー
ビ
株
式
会
社

他

さ
せ
る
こ
と
で
、緻
密
な
密

接
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
コ
ア
製
品

の
重
要
品
質
要
素
で
あ
る

真
円
度
、
同
心
度
、
直
角

度
、
平
行
度
な
ど
の
幾
何

公
差
に
優
れ
て
い
る
。そ
の

結
果
、
材
料
の
収
率
を
画

期
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
材

料
歩
留
り
は

%
に
な

65

り
、
従
来
技
術
の
2
倍
を

超
え
る
優
れ
た
効
果
を
見

せ
て
い
る
。

こ
の
成
果
は
上
記
の
B

E
V
、H
V
、P
H
E
V
、

F
C
E
V
な
ど
の
す
べ
て
の

電
動
化
車
種
の
駆
動
モ
ー

タ
ー
に
幅
広
く
適
用
で
き

る
技
術
で
あ
り
、
世
界
電

動
化
の
駆
動
モ
ー
タ
ー
市

場
の
需
要
に
お
い
て
幅
広
い

普
及
が
期
待
で
き
る
。

歩
留
り
を
大
幅
に
向
上
さ

せ
、
省
資
源
を
実
現
す
る

目
的
で
本
開
発
を
実
施
し

た
。本

開
発
技
術
は
薄
い
セ

グ
メ
ン
ト
単
板
が
連
続
的

に
回
転
し
な
が
ら
連
結
さ

れ
、
ま
た
各
層
を
ジ
グ
ザ

グ
式
に
重
ね
て
相
互
交
互

積
層
積
み
に
す
る
こ
と
で
、

金
型
内
で
直
ち
に
一
体
円

形
の
コ
ア
が
完
成
さ
れ
る
。

更
に
均
一
な
角
度
で
回
転

◎
開
発
代
表
者

大
垣
精
工
株
式
会
社

鄭

日
権

◎
共
同
開
発
者

大
垣
精
工
株
式
会
社

谷

清
和

日
比

庸
之

小
森

二
郎

藤
原

聖
波

劉

賢
相

◎
開
発
技
術
の
概
要

電
動
化
向
け
駆
動
用

モ
ー
タ
ー
コ
ア
の
原
材
料
の

い
。そ

こ
で
、ロ
ボ
ッ
ト
と
カ
メ

ラ
内
蔵
式
金
型
に
よ
る
高

精
度
位
置
決
め
プ
レ
ス
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
、
従
来
の

１
０
０
倍
の
精
度
と
な
る

±
０
・
０
０
１
�
の
位
置

決
め
精
度
を
成
功
さ
せ

た
。２

０
２
３
年
春
よ
り
、

世
界
初
金
属
製
エ
ン
コ
ー

ダ
ー
・
ス
ケ
ー
ル
の
量
産
工

法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い

る
。
穴
が
開
い
た
５
０
０

円
硬
貨
程
度
の
デ
ィ
ス
ク

と
な
り
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー

の
軸
に
は
め
、
外
周
縁
部

の
精
緻
な
印
刷
目
盛
を

レ
ー
ザ
ー
で
読
み
取
り
、

モ
ー
タ
ー
の
回
転
数
や
角

ニ
ッ
チ
な
加
工
精
度
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
で
は
、ガ
イ
ド
ピ
ン

と
ガ
イ
ド
穴
で
位
置
決
め

す
れ
ば
十
分
で
あ
っ
た
も

の
の
、
穴
と
ピ
ン
の
は
め
合

い
公
差
上
、
±
０
・
１
０

０
�
の
位
置
決
め
精
度
が

限
界
で
あ
り
、
そ
れ
以
上

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
市

販
装
置
は
存
在
し
て
い
な

◎
開
発
者

株
式
会
社
サ
ン
コ
ー
技

研
田
中

敬

◎
開
発
技
術
の
概
要

近
年
の
電
子
デ
バ
イ
ス

機
器
の
発
展
に
伴
い
、
回

路
や
パ
タ
ー
ン
が
描
画
さ

れ
た
基
板
な
ど
の
精
密
打

ち
抜
き
加
工
分
野
で
は
、

『
位
置
決
め
精
度
』
と
い
う

マ
ン
ガ
ン
成
分
の
少
な
い
普
通
鋼
板

の
み
を
高
速
か
つ
安
価
な
技
術
で
選

別
、
鋼
板
ス
ク
ラ
ッ
プ
選
別
で
マ
ン
ガ

ン
含
有
率
平
均
０
・
３
％
を
実
現

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

す
べ
て
の
電
動
化
車
種
の
駆
動
モ
ー
タ
ー
に

幅
広
く
適
用
、材
料
の
収
率
を
画
期
的
に

向
上
、材
料
歩
留
り
は
従
来
技
術
の
2
倍
超

ロ
ボ
ッ
ト
と
カ
メ
ラ
内
蔵
式
金
型
に
よ
る
高
精
度
位
置

決
め
プ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
を
開
発
、従
来
の
１
０
０
倍
の
精

度
と
な
る
±
０
・
０
０
１
�
の
位
置
決
め
精
度
に
成
功

分
割
打
抜
き
と
交
互
転
積
に
よ
る

モ
ー
タ
ー
コ
ア
製
造
技
術
の
開
発

大
垣
精
工
株
式
会
社

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
有
効
活
用
す

る
た
め
の
高
張
力
鋼
板
の
高
速

選
別
シ
ス
テ
ム
の
開
発

ト
ヨ
キ
ン
株
式
会
社

他

エ
ン
コ
ー
ダ
�
ス
ケ
ー
ル
が
印
刷
さ
れ
た

板
材
の
高
精
度
打
ち
抜
き
技
術
の
開
発

株
式
会
社
サ
ン
コ
ー
技
研

「
世
界
一
緩
ま
な
い
ね
じ
」
量
産
用
の

転
造
金
型
製
造
実
現
へ
優
れ
た
使
用
性

と
安
価
を
実
現
す
る
転
造
工
法
を
確
立

製
造
産
業
局
長
賞

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

中
小
企
業
庁
長
官
賞
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ス
テ
ア
リ
ン
グ
ナ
ッ
ク
ル
部
品
と
機
能

工
程
起
因
の
形
状
ば
ら

つ
き
低
減
技
術
、
を
開
発

要
点
と
し
て
取
り
組
ん

だ
結
果
、２
０
２
２
年
１０

月
か
ら
の
日
米
同
時
立

ち
上
げ
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

本
製
品
の
生
産
量
は

国
内
が
約
１
１
�０
０
０

台
／
月
、
米
国
が
約
８
�

５
０
０
台
／
月
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
他
の
車
種

へ
の
展
開
も
期
待
さ
れ

る
。ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
ダ
イ

カ
ス
ト
は
自
動
車
の
軽

量
化
や
環
境
負
荷
低
減

に
有
効
な
工
法
で
あ
る

が
、
本
技
術
に
よ
っ
て
ダ

イ
カ
ス
ト
の
適
用
領
域

は
益
々
拡
大
し
て
い
く

も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

新プロセス技術の概要部品と機能

上
二種類のリードねじ山ボルト構造

右
各種量産用転造金型

開発製品外観

モーターコア

開発技術の概念図

度
を
検
出
す
る
。

そ
の
た
め
、
中
心
穴
の

位
置
・
目
盛
り
と
の
同
心

度
精
度
が
重
要
な
部
品
と

な
り
、
打
ち
抜
き
加
工
に

よ
り
実
現
さ
せ
て
い
る
。

今
後
ま
す
ま
す
、
シ
ン

グ
ル
μ
オ
ー
ダ
ー
の
位
置

決
め
プ
レ
ス
加
工
技
術
は

必
要
と
な
り
、
唯
一
無
二

の
製
品
化
貢
献
に
期
待
が

さ
れ
る
。

選
別
を
連
続
的
に
行
っ

て
い
る
。

当
技
術
に
よ
り
、
鋼
板

ス
ク
ラ
ッ
プ
選
別
で
マ

ン
ガ
ン
含
有
率
平
均
０
・

３
％
を
実
現
さ
せ
た
。

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

Ｐ
Ｃ
Ｕ
で
昇
圧
を
担
う
リ
ア
ク
ト
ル
を
従

来
比

％
の
小
型
化
と
約
９
％
の
電
力

３０

損
失
低
減
、コ
ス
ト
低
減
を
同
時
に
実
現

電
動
車
用
リ
ア
ク
ト
ル
圧
粉
磁
心

の
小
型
・
高
機
能
化
技
術
の
開
発

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

他

会
社鈴

木

雅
文

石
井

洪
平

株
式
会
社
豊
田
中
央

研
究
所

大
坪

将
士

◎
開
発
代
表
者

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社三

枝

真
二
郎

◎
共
同
開
発
者

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

システム全景

エンコーダースケール

導電膜（厚み５μｍ）
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�HVAC&Rには未来の答えがある�
�第 43回冷凍・空調・暖房 EXPO�

ご挨拶
「ＨＶＡＣ＆Ｒ ＪＡＰＡＮ ２０２４（第４３回冷凍・空調・暖房展）」
は、２０２４年１月３０日（火）から２月２日（金）までの４日間、一
般社団法人日本冷凍空調工業会の主催により東京ビッグサイトに
おきまして開催する運びとなりました。
「ＨＶＡＣ＆Ｒには未来の答えがある」をメインテーマに最先端
の空調冷熱製品・サービスを一堂に展示して参ります。
　ＣＯＶＩＤ－１９感染拡大防止に取り組み開催した前回２０２２年に
続きまして、今回は対面を中心とした展示と併せまして出展社側・
来場者側の皆様だけでなく、海外含めた遠方や諸事情で参加が難し
い方々にもサテライトブース等でご参画いただける取組みを企画
しております。
　空調冷熱業界は皆様もご承知の通り、持続可能な社会の実現に向
けてさまざまな技術革新やグローバルでの協業が進んでいます。さ
らにはカーボンニュートラルに貢献するヒートポンプ技術への期
待も高まっており、当業界はこれまで以上に世界の地球温暖化抑制
に貢献していけるものと確信しております。
　本展示会は世界トップ水準の省エネ技術、冷媒技術を保有する各
社様にとっては、まさにグローバルで業界をリードしてゆく絶好の
機会だと捉えております。２年に１度のビジネス交流の場として、
是非ご活用いただきたく存じます。積極的なご出展と絶大なるご支
援を賜りますよう心からお願い申し上げます。
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一般社団法人
日本冷凍空調工業会

会長
尋木　保行

開催概要
展示会名称：HVAC&R JAPAN 2024
　　　　　　（ヒーバックアンドアールジャパン）
　　　　　　第 43 回冷凍・空調・暖房展
会期：2024 年 1 月 30 日（火）～ 2月 2日（金）
　　　　10:00 ～ 17:00（最終日は 16:00 まで）
会場：東京ビッグサイト 東展示棟 1, 2 ホール
主催：一般社団法人 日本冷凍空調工業会
後援：経済産業省（予定）
展示会規模：出展者数  148 社
　　　　　　小 間 数   764 小間
併催行事：HVAC&R JAPAN 2024 セミナー等
入場方法：事前登録制（無料）
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主催
一般社団法人

日本冷凍空調工業会

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

前回（2022 年）会場風景
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